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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者に有利な遊技状態を発生させるか否かの抽選処理を実行して、その抽選結果に基
づいて遊技動作を中心統括的に制御する主制御部と、
　前記主制御部からの指令に基づいて、個別的な制御動作を実行するサブ制御部と、
外部から受けた交流電圧に基づいて生成された定常直流電圧と、前記交流電圧が遮断され
た後も所定期間は所定レベルを維持するバックアップ直流電圧とを、前記主制御部、及び
／又は、前記サブ制御部に供給する電源部と、を有して構成され、
　前記電源部には、前記交流電圧を前記定常直流電圧に変換する変換回路と、前記バック
アップ直流電圧の電圧異常又は電流異常を検出する異常検出回路と、前記異常検出回路の
検出信号を受ける中間回路と、が設けられ、
　前記中間回路は、前記定常直流電圧を電源電圧として機能し、これが正常レベルを維持
する限りＯＮ動作して前記異常検出回路の検出信号を他の回路に伝送しないよう構成され
ていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記中間回路は、前記定常直流電圧が遮断時に、前記中間回路から受ける検出信号を記
憶する記憶部が設けられている請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記記憶部の記憶データに基づいて、前記変換回路が非動作状態に制御されるよう構成
されている請求項１又は２に記載の遊技機。
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【請求項４】
　前記記憶部の記憶データに基づいて、警報動作が実行されるよう構成されている請求項
１～３の何れかに記載の遊技機。
【請求項５】
　前記異常検出回路は、前記電源部から外部に出力した前記バックアップ直流電圧の、外
部からの帰還電圧に基づいて異常判定をしている請求項１～４の何れかに記載の遊技機。
【請求項６】
　前記異常検出回路は、正常な帰還電圧に基づいてＯＮ動作するフォトカプラ又はスイッ
チングトランジスタで構成されている請求項５に記載の遊技機。
【請求項７】
　前記異常検出回路は、前記電源部の外部から検出信号を受けることなく、前記電圧異常
又は電流異常を検出している請求項１～４の何れかに記載の遊技機。
【請求項８】
　前記記憶部の出力電圧を受けるダイオードと、前記ダイオードの出力電圧を受けるコン
デンサと、前記コンデンサの出力電圧を受けるドライバ回路とを有する異常報知回路が設
けられ、前記ドライバ回路は、前記定常直流電圧を電源電圧としている請求項２に記載の
遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技ホールの営業終了後などに、万一、遊技機が違法改造されても、その事
実を素早く検出できて違法遊技を未然に防止できる遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機などの弾球遊技機は、遊技盤に設けた図柄始動口と、複数の表示図柄による
一連の図柄変動態様を表示する図柄表示部と、開閉板が開閉される大入賞口などを備えて
構成されている。そして、図柄始動口に設けられた検出スイッチが遊技球の通過を検出す
ると入賞状態となり、遊技球が賞球として払出された後、図柄表示部では表示図柄が所定
時間変動される。その後、７－７－７などの所定の態様で図柄が停止すると大当り状態と
なり、大入賞口が繰返し開放されて、遊技者に有利な利益状態を発生させている。但し、
実際には、遊技球の入賞に基づく大当り抽選処理によって、大当り状態か否かが予め決定
されており、図柄表示部では、専ら遊技者を盛上げるために図柄変動動作を行っている。
【０００３】
　通常、この種の遊技機は、遊技動作を全体統括的に制御する主制御基板と、主制御基板
から受ける制御コマンドに基づいて個別的な制御動作を実行するサブ制御基板とで構成さ
れている。そして、主制御基板のコンピュータ回路は、前記した大当り抽選処理を含む制
御プログラムに基づいて動作している。したがって、この制御プログラムを変更すれば、
任意に大当り状態を招来させることも可能となり、そのような違法行為も報告されている
ところである。
【０００４】
　具体的な違法行為としては、例えば、遊技ホールの営業終了後などに、遊技機の主制御
基板を違法改造品と交換することが行われる。そこで、かかる違法行為に対処するべく各
種の対策が採られている（例えば、特許文献１）。
【０００５】
　特許文献１に記載の発明では、制御基板の背面に、発光素子と受光素子とを有する反射
型のフォトセンサを配置し、そのセンサを作動させるためのバッテリを電源基板とは別に
設けている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特開２００５－１３７４２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記の構成では、制御基板とフォトセンサとの隙間に、発光素子からの
センシング光を反射させる部材を挿入すれば、何の問題もなく制御基板を交換できること
になる。また、フォトセンサやバッテリを設ける場所を、別に確保する必要があり、抜本
的な機器構成の変更を要し、しかも、遊技機の組立工程も複雑化する。
【０００８】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであって、防犯用の追加部材を必要とせ
ず、必要最小限の回路変更だけで、違法改造行為を検出できる遊技機を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明は、遊技者に有利な遊技状態を発生させるか否かの
抽選処理を実行して、その抽選結果に基づいて遊技動作を中心統括的に制御する主制御部
と、前記主制御部からの指令に基づいて、個別的な制御動作を実行するサブ制御部と、外
部から受けた交流電圧に基づいて生成された定常直流電圧と、前記交流電圧が遮断された
後も所定期間は所定レベルを維持するバックアップ直流電圧とを、前記主制御部、及び／
又は、前記サブ制御部に供給する電源部と、を有して構成され、前記電源部には、前記交
流電圧を前記定常直流電圧に変換する変換回路と、前記バックアップ直流電圧の電圧異常
又は電流異常を検出する異常検出回路と、前記異常検出回路の検出信号を受ける中間回路
と、が設けられ、前記中間回路は、前記定常直流電圧を電源電圧として機能し、これが正
常レベルを維持する限りＯＮ動作して前記異常検出回路の検出信号を他の回路に伝送しな
いよう構成されている。なお、遊技機としては、弾球遊技機の他に回胴遊技機が典型的で
ある。
 
【発明の効果】
【００１０】
　上記した通り、本発明によれば、防犯用の追加部材を必要とせず、必要最小限の回路変
更だけで、違法改造行為を検出できる遊技機を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態を示すパチンコ機の斜視図である。
【図２】図１のパチンコ機の遊技盤を詳細に図示した正面図である。
【図３】図１のパチンコ機の全体構成を示すブロック図である。
【図４】電源基板の電源回路を示す回路図である。
【図５】図４の一部を詳細に図示した回路図である。
【図６】図５の一部を変形した回路図である。
【図７】図４の一部を詳細に図示した別の回路図である。
【図８】シャットダウン機能を活用しない電源回路の回路図である。
【図９】シャットダウン機能を使用しない電源回路の別の回路図である。
【図１０】図９の変形回路を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について詳細に説明する。図１は、本実施形態のパチンコ機Ｇ
Ｍを示す斜視図である。このパチンコ機ＧＭは、島構造体に着脱可能に装着される矩形枠
状の木製外枠１と、外枠１に固着されたヒンジ２を介して開閉可能に枢着される前枠３と
で構成されている。この前枠３には、遊技盤５が、裏側からではなく、表側から着脱自在
に装着され、その前側には、ガラス扉６と前面板７とが夫々開閉自在に枢着されている。



(4) JP 4987142 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

【００１３】
　ガラス扉６の外周には、ＬＥＤランプなどによる電飾ランプが、略Ｃ字状に配置されて
いる。前面板７には発射用の遊技球を貯留する上皿８が装着され、前枠３の下部には、上
皿８から溢れ出し又は抜き取った遊技球を貯留する下皿９と、発射ハンドル１０（ＨＤ）
とが設けられている。発射ハンドル１０は発射モータと連動しており、発射ハンドル１０
の回動角度に応じて動作する打撃槌によって遊技球が発射される。
【００１４】
　上皿８の外周面には、チャンスボタン１１が設けられている。このチャンスボタン１１
は、遊技者の左手で操作できる位置に設けられており、遊技者は、発射ハンドル１０から
右手を離すことなくチャンスボタン１１を操作できる。このチャンスボタン１１は、通常
時には機能していないが、ゲーム状態がボタンチャンス状態となると内蔵ランプが点灯さ
れて操作可能となる。なお、ボタンチャンス状態は、必要に応じて設けられるゲーム状態
である。
【００１５】
　上皿８の右部には、カード式球貸し機に対する球貸し操作用の操作パネル１２が設けら
れ、カード残額を３桁の数字で表示する度数表示部と、所定金額分の遊技球の球貸しを指
示する球貸しスイッチと、ゲーム終了時にカードの返却を指令する返却スイッチとが設け
られている。
【００１６】
　図２に示すように、遊技盤５には、金属製の外レールと内レールとからなるガイドレー
ル１３が環状に設けられ、その内側の遊技領域５ａの略中央には、液晶カラーディスプレ
イＤＩＳＰが配置されている。また、遊技領域５ａの適所には、図柄始動口１５、大入賞
口１６、複数個の普通入賞口１７（大入賞口１６の左右に４つ）、２つの通過口であるゲ
ート１８が配設されている。これらの入賞口１５～１８は、それぞれ内部に検出スイッチ
を有しており、遊技球の通過を検出できるようになっている。
【００１７】
　液晶ディスプレイＤＩＳＰは、大当り状態に係わる特定図柄を変動表示すると共に背景
画像や各種のキャラクタなどをアニメーション的に表示する装置である。この液晶ディス
プレイＤＩＳＰは、中央部に特別図柄表示部Ｄａ～Ｄｃと右上部に普通図柄表示部１９を
有している。そして、特別図柄表示部Ｄａ～Ｄｃでは、大当り状態の招来を期待させるリ
ーチ演出が実行されたり、特別図柄表示部Ｄａ～Ｄｃ及びその周りでは、当否結果を不確
定に報知する予告演出などが実行される。
【００１８】
　普通図柄表示部１９は普通図柄を表示するものであり、ゲート１８を通過した遊技球が
検出されると、普通図柄が所定時間だけ変動し、遊技球のゲート１８の通過時点において
抽出された抽選用乱数値により決定される停止図柄を表示して停止するようになっている
。
【００１９】
　図柄始動口１５は、左右１対の開閉爪１５aを備えた電動式チューリップで開閉される
よう例えば構成され、普通図柄表示部１９の変動後の停止図柄が当り図柄を表示した場合
には、開閉爪１５ａが所定時間だけ、若しくは、所定個数の遊技球を検出するまで開放さ
れるようになっている。
【００２０】
　図柄始動口１５に遊技球が入賞すると、特別図柄表示部Ｄａ～Ｄｃの表示図柄が所定時
間だけ変動し、図柄始動口１５への遊技球の入賞タイミングに応じた抽選結果に基づいて
決定される停止図柄で停止する。なお、特別図柄表示部Ｄａ～Ｄｃ及びその周りでは、一
連の図柄演出の間に、予告演出が実行される場合がある。
【００２１】
　大入賞口１６は、例えば前方に開放可能な開閉板１６ａで開閉制御されるが、特別図柄
表示部Ｄａ～Ｄｃの図柄変動後の停止図柄が「７７７」などの大当り図柄のとき、「大当
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りゲーム」と称する特別遊技が開始され、開閉板１６ａが開放されるようになっている。
【００２２】
　大入賞口１６の開閉板１６ａが開放された後、所定時間が経過し、又は所定数（例えば
１０個）の遊技球が入賞すると開閉板１６ａが閉じる。このような動作は、最大で例えば
１５回まで特別遊技が継続され、遊技者に有利な状態に制御される。なお、特別図柄表示
部Ｄａ～Ｄｃの変動後の停止図柄が特別図柄のうちの特定図柄であった場合には、特別遊
技の終了後のゲームが高確率状態となるという特典が付与される。
【００２３】
　図３は、実施形態に係るパチンコ機の全体回路構成を示すブロック図である。図中の破
線は、主に、直流電圧ラインを示している。
【００２４】
　図示の通り、このパチンコ機は、ＡＣ２４Ｖを受けて各種の直流電圧やシステムリセッ
ト信号（電源リセット信号）ＳＹＳやＲＡＭクリア信号ＣＬＲなどを出力する電源基板２
０と、遊技制御動作を中心統括的に担う主制御基板２１と、主制御基板２１から受けた制
御コマンドＣＭＤ’に基づいてランプ演出及び音声演出を実行する演出制御基板２２と、
演出制御基板２２から受けた信号を各部に伝送する演出インタフェイス基板２３と、演出
インタフェイス基板２３から受けた制御コマンドＣＭＤ”に基づいて液晶ディスプレイＤ
ＩＳＰを駆動する液晶制御基板２４と、主制御基板２１から受けた制御コマンドＣＭＤに
基づいて払出モータＭを制御して遊技球を払い出す払出制御基板２５と、遊技者による発
射ハンドルＨＤの操作に応答して遊技球を発射させる発射制御基板２６とを中心に構成さ
れている。
【００２５】
　ここで、主制御基板２１、演出制御基板２２、液晶制御基板２４、及び払出制御基板２
５には、ワンチップマイコンを備えるコンピュータ回路がそれぞれ搭載されている。そこ
で、主制御基板２１、演出制御基板２２、液晶制御基板２４、及び払出制御基板２５に搭
載された回路、及びその回路によって実現される動作を機能的に総称して、本明細書では
、主制御部２１、演出制御部２２、液晶制御部２４、及び払出制御部２５と言うことがあ
る。又、主制御部２１を除く全ての制御部又は一部の制御部を総称してサブ制御部と言う
。
【００２６】
　主制御部２１は、払出制御部２５に対して制御コマンドＣＭＤを一方向に送信する一方
、払出制御部２５からは、遊技球の払出動作を示す賞球計数信号や、払出動作の異常に係
わるステイタス信号ＣＯＮを受信している。ステイタス信号ＣＯＮには、例えば、補給切
れ信号、払出不足エラー信号、下皿満杯信号が含まれる。
【００２７】
　図示の通り、主制御部２１と払出制御部２５には、電源基板２０から、直流５Ｖのバッ
クアップ電源ＢＫが供給されている。したがって、営業終了や停電により交流電源２４Ｖ
が遮断された後も、ワンチップマイコン内部のＲＡＭのデータは保持される。
【００２８】
　また、電源基板２０は、交流電源２４Ｖの遮断時に、主制御部２１及び払出制御部２５
に、電圧降下信号ＡＢＮを出力するよう構成されている。そして、主制御部２１及び払出
制御部２５では、フラグセンス方式によって、電圧降下信号ＡＢＮのレベル降下を把握し
た後、必要なデータをＲＡＭに退避している。そのため、上記したバックアップ電源ＢＫ
の作用とあいまって、主制御部２１と払出制御部２５では、営業開始時や停電からの復旧
時に、電源遮断前の動作を再開できることになる。尚、主制御部２１にのみバックアップ
機能を持たせる、即ち、バックアップ電源ＢＫや電圧降下信号ＡＢＮを主制御部２１のみ
に供給する構成としてもよい。
【００２９】
　更にまた、電源基板２０は、主制御部２１と払出制御部２５に対して、係員のスイッチ
操作を示すＲＡＭクリア信号ＣＬＲを出力している。このスイッチ操作は、主に電源投入
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時に実行されるが、バックアップ電源ＢＫによって保持されているＲＡＭの記憶内容を消
去させるための操作である。したがって、各制御基板２１，２５では、ＲＡＭクリア信号
ＣＬＲのレベルを判定することによって、係員によるスイッチ操作の有無を把握できるこ
とになる。尚、主制御部２１にのみバックアップ機能を持たせた場合、ＲＡＭクリア信号
ＣＬＲは主制御部２１にのみ供給する。
【００３０】
　図４は、電源基板２０の電源回路を示す回路図である。実施形態の電源回路は、２４Ｖ
の交流電圧を受ける交流入力部４１と、交流入力部４１が出力する交流電圧を脈流に変換
する整流部４２と、脈流電圧を平滑化する平滑回路４３と、脈流電圧を受けて各種の直流
電圧を出力する直流電源部４４～４６と、主制御基板２１から受ける帰還電圧ＲＥＴに基
づいて直流電源部４４の動作を禁止する電源監視部ＰＲＨと、バックアップ電源を生成す
る蓄電部４７と、過大な交流電圧を受けると、交流電源ラインＬａｃを遮断状態にする交
流遮断部４８と、交流入力部４１が出力する交流電圧を整流する直流生成回路４９と、過
大な交流電圧を受けるとＯＮ動作して直流生成回路４９の出力電圧を降下させるレベル監
視部５０と、直流生成回路４９の出力電圧レベルに応じてＯＮ／ＯＦＦ動作する直流遮断
部５１と、電源リセット信号ＳＹＳと電圧降下信号ＡＢＮを生成する電源監視回路５２と
で構成されている。なお、電源リセット信号は、システムリセット信号ＳＹＳに他ならな
い。
【００３１】
　交流入力部４１は、電源入力ラインＰＷの一方を溶断させる溶断ヒューズＦｕ１と、電
源入力ラインＰＷ，ＰＷを両断する電源スイッチＳＷと、機器内部のノイズが外部に漏出
することを防止するラインフィルタ（Ｌ１，Ｃ１～Ｃ３，Ｒ１）と、遊技球などの静電気
を放電する帯電防止部（Ｓａ，ＶＲ１～ＶＲ３）とで構成されている。ラインフィルタは
、各電源入力ラインＰＷ，ＰＷに、直列接続される一対のコイルＬ１と、一対のコイルＬ
１の両端を接続する一対のコンデンサＣ１と、各電源入力ラインＰＷ，ＰＷとアース間に
接続されるコンデンサＣ２，Ｃ３と、電源入力ラインＰＷ，ＰＷの間に接続される抵抗Ｒ
１とで構成されている。
【００３２】
　帯電防止部は、遊技球を蓄える遊技球タンク（不図示）に設けられた導電板に接続され
たサージアブソーバＳａと、各電源入力ラインＰＷ，ＰＷの間に接続されたバリスタＶＲ
１と、各電源入力ラインＰＷ，ＰＷとアース間に接続されたバリスタＶＲ２，ＶＲ３とで
構成されている。なお、タンク導電板とサージアブソーバＳａの接続点は、フレームグラ
ンドＦＧに接続されている。
【００３３】
　整流部４２は、ブリッジ型の３つの全波整流回路で構成されている。すなわち、ダイオ
ードＤ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４で第１整流回路が構成され、ダイオードＤ１，Ｄ２，Ｄ５，
Ｄ６で第２整流回路が構成され、ダイオードＤ１，Ｄ２，Ｄ７，Ｄ８で第３整流回路が構
成されている。
【００３４】
　平滑回路４３は、第1整流回路が出力する脈流を平滑するコンデンサＣ４と、直流電源
ラインを溶断させる溶断ヒューズＦｕ２とで構成されている。そして、平滑回路４３から
出力される＋３２Ｖの直流電圧は、主制御基板２１などを経由してソレノイド類に供給さ
れる。なお、＋３２Ｖの直流電源ラインに過大な電流が流れると、溶断ヒューズＦｕ２が
溶断する。
【００３５】
　直流電源部４４は、平滑コンデンサＣ５と、降圧型のスイッチングレギュレータＳＲ１
とで構成され、＋１２Ｖの直流電圧を出力している。そして、＋１２Ｖの直流電圧は、主
制御基板２１、払出制御基板２５、及び液晶制御基板２４に供給されている。
【００３６】
　直流電源部４５は、平滑コンデンサＣ６と、降圧型のスイッチングレギュレータＳＲ２
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とで構成され、＋１５Ｖの直流電圧を出力している。そして、＋１５Ｖの直流電圧は、演
出インタフェイス基板２３に搭載されたデジタルアンプだけに供給されている。
【００３７】
　直流電源部４６は、平滑コンデンサＣ６と、降圧型のスイッチングレギュレータＳＲ３
とで構成されて＋５Ｖの直流電圧を出力している。そして、＋５Ｖの直流電圧は、液晶制
御基板２４と演出インタフェイス基板２３に供給されている。なお、主制御基板２１と払
出制御基板２５で必要となるＤＣ５Ｖの電圧については、各制御基板２１，２５で受けた
ＤＣ１２Ｖの電圧を降圧させて生成している。
【００３８】
　蓄電部４７は、ダイオードＤ９とコンデンサＣ７とで構成されている。この＋５Ｖの直
流電圧は、主制御部２１と払出制御部２５のワンチップマイコンの内蔵ＲＡＭのデータを
保持するバックアップ電源となる。
【００３９】
　交流遮断部４８は、交流２４Ｖの交流電源ラインＬａｃ１，Ｌａｃ２に接続された２つ
のダイオードＤ１３，Ｄ１４と、ダイオードＤ１３，Ｄ１４の接続点に接続されたツェナ
ーダイオードＺＤ２及び抵抗Ｒ７の直列回路と、ダイオードＤ１３，Ｄ１４の上流側にお
いて、一方側の交流電源ラインＬａｃ１に直列接続された溶断ヒューズＦｕ３と、ダイオ
ードＤ１３，Ｄ１４の下流側において、一方側の交流電源ラインＬａｃ１に直列接続され
た溶断ヒューズＦｕ４とで構成されている。
【００４０】
　２つのダイオードＤ１３，Ｄ１４は、交流電源ラインＬａｃ１，Ｌａｃ２から交流電流
が侵入しないよう、何れのダイオードＤ１３，Ｄ１４も、電流の侵入を阻止する方向に直
列接続されている。また、ツェナーダイオードＺＤ２は、他方側の交流電源ラインＬａｃ
２から、ダイオードＤ１３，Ｄ１４の接続点に向けて、降伏電流が流れる向きに接続され
ている。
【００４１】
　ツェナーダイオードＺＤ２は、通常は、ＯＦＦ状態であるが、交流電源ラインＬａｃ１
，Ｌａｃ２に過大な交流電圧（例えばＡＣ１００Ｖ）が加わると、降伏状態となる。この
降伏状態では、交流電源ラインＬａｃ２→抵抗Ｒ７→ツェナーダイオードＺＤ２→ダイオ
ードＤ１３→交流電源ラインＬａｃ１の経路で、ツェナーダイオードＺＤ２の降伏電流が
流れるので、溶断ヒューズＦｕ３が溶断される。なお、抵抗Ｒ７は、ツェナーダイオード
ＺＤ２やダイオードＤ１３の破損を防止する保護抵抗である。
【００４２】
　直流生成回路４９は、２つの交流電源ラインＬａｃ１，Ｌａｃ２と、フレームグランド
ＦＧとの間に設けられた両波整流回路である。そして、２つの交流電源ラインＬａｃ１，
Ｌａｃ２の間に直列接続された２つのダイオードＤ１０，Ｄ１１と、電流制限抵抗Ｒ４と
、平滑コンデンサＣ９と、抵抗Ｒ５，Ｒ６が直列接続された負荷抵抗とで構成されている
。２つのダイオードＤ１０，Ｄ１１は、各アノード端子が交流電源ラインＬａｃ１，Ｌａ
ｃ２に接続される一方、各カソード端子は、電流制限抵抗Ｒ４と、ツェナーダイオードＺ
Ｄ１に共通して接続されている。なお、抵抗Ｒ４は、レベル監視部５０に対する電流制限
抵抗であり、また、直列接続された抵抗Ｒ５，Ｒ６は、スイッチング動作するパワートラ
ンジスタＱ２のバイアス抵抗でもある。
【００４３】
　直流生成回路４９は、上記の通りに構成されるので、平滑コンデンサＣ９は、交流電源
ラインＬａｃ１，Ｌａｃ２の交流電圧の波高値に近い値まで充電される。また、負荷抵抗
として機能する抵抗Ｒ５，Ｒ６の両端電圧は、平滑された直流電圧となる。
【００４４】
　レベル監視部５０は、バイアス回路（Ｒ２，Ｒ３，Ｃ８）と、スイッチングトランジス
タＱ１とで構成されて、交流電源ラインＬａｃ１，Ｌａｃ２の何れかが異常レベルでない
かを監視している。そして、２つのダイオードＤ１０，Ｄ１１と、ツェナーダイオードＺ
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Ｄ１と、バイアス抵抗Ｒ２，Ｒ３とが、交流電源ラインＬａｃ１，Ｌａｃ２とフレームグ
ランドＦＧとの間に直列接続されている。ダイオードＤ１０，Ｄ１１の接続点には、ツェ
ナーダイオードＺＤ１が、ダイオードＤ１０，Ｄ１１とは逆向きに、つまり、電流を阻止
する方向に直列接続されている。
【００４５】
　また、直列接続されたバイアス抵抗Ｒ２，Ｒ３の両端には、コンデンサＣ８が並列接続
されている。そして、直列接続されたバイアス抵抗Ｒ２，Ｒ３の接続点に、トランジスタ
Ｑ１のベース端子が接続されている。また、トランジスタＱ１のコレクタ端子は、電流制
限抵抗Ｒ４と平滑コンデンサＣ９の接続点に接続され、トランジスタＱ１のエミッタ端子
は、フレームグランドＦＧに接続されている。
【００４６】
　一方、直流遮断部５１は、大電流容量のパワートランジスタＱ２と、平滑コンデンサＣ
９に並列接続された抵抗Ｒ５，Ｒ６とで構成されている。２つの抵抗Ｒ５，Ｒ６は直列接
続されており、その接続点は、パワートトランジスタＱ２のベース端子に接続されている
。なお、抵抗Ｒ６は、パワートトランジスタＱ２のベース端子とエミッタ端子との間に接
続されている。これら２つの抵抗Ｒ５，Ｒ６は、パワートトランジスタＱ２のバイアス抵
抗として機能する。またパワートランジスタＱ２のコレクタ端子はグランドに接続され、
エミッタ端子は、フレームグランドＦＧに接続されている。
【００４７】
　正常状態では、直流生成回路４９の平滑コンデンサＣ９の両端には、所定レベルの直流
電圧が発生している。そのため、パワートランジスタＱ２は、ベース端子に十分な正電圧
を受けることでＯＮ状態となり、コレクタ端子とエミッタ端子間は導通状態となる。した
がって、フレームグランドＦＧとアース間も導通状態である。
【００４８】
　トランジスタＱ２のコレクタ端子とエミッタ端子は、整流部４２と平滑回路４３など接
続する位置に配置されており、トランジスタＱ２はＯＮ状態であることを条件に、平滑回
路４３や直流電源部４４～４６などが機能することになる。
【００４９】
　ここで、交流電源ラインＬａｃ１，Ｌａｃ２の何れかと、フレームグランドＦＧとの電
位差が、ツェナーダイオードＺＤ１の降伏電圧を超える異常時を想定する。かかる異常時
には、ダイオードＤ１０又はダイオードＤ１１→ツェナーダイオードＺＤ１→バイアス抵
抗Ｒ２，Ｒ３の向きに電流が流れ、トランジスタＱ１のベース電位を上昇させる。そのた
め、トランジスタＱ１は、ＯＦＦ状態からＯＮ状態に遷移して、平滑コンデンサＣ９の両
端電圧を急激に降下させる。
【００５０】
　すると、パワートランジスタＱ２のベース電位も降下するので、パワートランジスタＱ
２がＯＮ状態からＯＦＦ状態に遷移することになる。そして、パワートランジスタＱ２が
開放状態となって、平滑回路４３や直流電源部４４～４６への給電が停止されて、各回路
が非動作状態となる。
【００５１】
　実施形態の電源回路では、４つの溶断ヒューズＦｕ１～Ｆｕ４に加えて、交流遮断部４
８と、直流遮断部５１とを特徴的に備えている。したがって、ＡＣ２４Ｖの交流電源ライ
ンに、誤って交流１００Ｖを加えてしまう場合でも、ＩＣやその他の電子素子の破損が有
効に防止される。すなわち、ＡＣ１００Ｖの過大電圧は、バイアス抵抗Ｒ２，Ｒ３を経由
してトランジスタＱ１をＯＮ動作させるので、直ちに、トランジスタＱ２がＯＦＦ状態と
なり、アースラインが切断されて、直流電源部４４～４６を保護すると共に、直流電源の
供給を受ける各制御基板上のＩＣや電子素子を保護する。しかも、交流電圧が正常値に戻
ると、トランジスタＱ２もＯＮ状態に復帰し、電源回路は正常な動作を再開する。
【００５２】
　図５は、図４の一部を詳細に図示したものであり、整流部４２と、＋５Ｖの電源電圧を
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生成する直流電源部４６と、電源遮断後も所定の電圧レベル（＋５Ｖ）を維持する蓄電部
４７と、＋１２Ｖの電源電圧を生成する直流電源部４４と、直流電源部４４（スイッチン
グレギュレータＳＲ１）の出力側の異常を監視する電源監視部ＰＲＨとを具体的に図示し
ている。
【００５３】
　図示の通り、電源基板２０と主制御基板２１とは、電源基板２０のコネクタＣＮ１と、
主制御基板２１のコネクタＣＮ２とを経由して接続されている。そして、直流５Ｖのバッ
クアップ電源ＢＫと、直流１２Ｖと、ＲＡＭクリア信号ＣＬＲとが、不図示の電源リセッ
ト信号ＳＹＳ及び電圧降下信号ＡＢＮと共に、電源基板２０から主制御基板２１に供給さ
れている。
【００５４】
　ＲＡＭクリア信号ＣＬＲは、電源基板２０に接続されたＲＡＭクリアスイッチＳＷと、
主制御基板２１に搭載された電流制限抵抗ｒ１と、主制御基板２１の電源回路で１２Ｖか
ら５Ｖに降圧された電源電圧５Ｖとで生成される。そして、ＲＡＭクリアスイッチＳＷが
ＯＮ操作された状態では、ＲＡＭクリア信号ＣＬＲがＬレベルとなる。
【００５５】
　電源基板２０から主制御部２１に供給されたバックアップ電源ＢＫは、ワンチップマイ
コンのＲＡＭに供給されるが、このバックアップ電源ＢＫは、帰還電圧ＲＥＴとして、そ
のまま電源基板２０に戻される。図示の通り、この回路例では、帰還電圧ＲＥＴは、電流
制限抵抗ｒ２を通して、フォトカプラＰＨのフォトダイオードに供給されている。
【００５６】
　電源監視部ＰＲＨは、帰還電圧ＲＥＴが正常か否かを判定する判定回路（異常検出回路
）ＣＲ１と、判定回路ＣＲ１の出力を受ける中間回路ＣＲ２と、判定回路ＣＲ１の出力を
受けて直流電源部４４の動作を禁止する動作禁止回路ＣＲ３とで構成されている。ここで
、中間回路ＣＲ２の電源電圧は、直流電源部４４が出力する直流電圧１２Ｖである。一方
、判定回路ＣＲ１と動作禁止回路ＣＲ３は、バックアップ電源ＢＫを受けて動作している
。したがって、判定回路ＣＲ１と動作禁止回路ＣＲ３は、遊技ホールの営業が終了して、
電源が遮断された後も、引き続き機能することになる。
【００５７】
　判定回路ＣＲ１は、具体的には、フォトカプラＰＨで構成され、フォトカプラＰＨのフ
ォトダイオードとフォトトランジスタには、電流制限抵抗ｒ２，ｒ３と、逆方向電流阻止
用のダイオードＤｓとが接続されている。
【００５８】
　中間回路ＣＲ２は、短絡トランジスタＱ５と、ベース抵抗ｒ８と、コレクタ抵抗ｒ７と
、逆方向電流阻止用のダイオードＤｓとでスイッチング回路を構成している。中間回路は
、直流電源部４４が出力する直流電圧１２Ｖで機能するので、電源が投入されて、遊技機
が正常に動作を開始した後は、短絡トランジスタＱ５は、必ずＯＮ状態となる。そのため
、遊技動作中、ノイズなどの影響で、仮に、検出トランジスタＱ４がＯＮ状態からＯＦＦ
状態に変化しても、検出トランジスタＱ４の出力電圧の立ち上がりが、Ｄ型フリップフロ
ップ６０に伝達されることはない。
【００５９】
　動作禁止回路ＣＲ３は、ラッチ回路たるＤ型フリップフロップ６０で構成されている。
Ｄ型フリップフロップ６０は、例えば、汎用デジタルＩＣたるＳＮ７４７４で構成される
。このＳＮ７４７４は、Ｄ入力端子と、クロック端子ＣＬＫと、Ｑ出力端子と、クリア端
子ＣＬＲとを有しており、クロック端子ＣＬＫの信号がＨレベルに立ち上がると、その時
のＤ入力端子の入力電圧をＱ出力端子に出力し、その後はその状態を維持する。一方、ク
リア端子ＣＬＲにＬレベルの信号を受けると、Ｑ出力端子はＬレベルとなる。
【００６０】
　図５の回路構成では、Ｄ型フリップフロップ６０のＤ入力端子には、Ｈレベルの電圧が
固定的に供給されている。一方、クロック端子ＣＬＫは、フォトカプラＰＨのフォトトラ
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ンジスタのコレクタ端子に接続されている。そのため、Ｄ型フリップフロップ６０のクロ
ック端子ＣＬＫへの入力信号、つまり、フォトカプラＰＨの出力信号がＨレベルに立ち上
がると、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力端子はＨレベルとなり、その後は、その状態
を維持する。
【００６１】
　一方、Ｄ型フリップフロップ６０のクリア端子ＣＬＲには、ＲＡＭクリア信号ＣＬＲが
供給されている。したがって、係員によってＲＡＭクリアスイッチＳＷがＯＮ操作される
と、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力端子はＬレベルとなり、その後、フォトカプラＰ
Ｈの出力信号がＨレベルに立ち上がらない限り、その状態を維持する。
【００６２】
　スイッチングレギュレータＳＲ１，ＳＲ３は、例えば、降圧チョッパ方式の電源ＩＣで
構成され、ここでは、図５（ｂ）に等価回路を示すＬＭ２５７６が使用される。なお、回
路図を簡略化するため、出力電圧が固定タイプのＩＣ（ＬＭ２５７６）を使用し、フィー
ドバック(Feedback)経路に分圧抵抗Ｒ１，Ｒ２を外付けすることなく、各々＋１２Ｖと＋
５Ｖとを生成している。また、簡易化の観点から、図５（ａ）には、チョークコイルＬ０
１，Ｌ０２と、フライホールダイオードＤ０１，Ｄ０２と、出力コンデンサＣｏだけを図
示している。
【００６３】
　ところで、スイッチングレギュレータＳＲ１，ＳＲ３（ＬＭ２５７６）は、外部シャッ
トダウン機能を有している。そして、そのＯＮ／ＯＦＦ入力端子にＨレベルの電圧を供給
すると、スイッチングレギュレータは、スタンバイ状態となり、その後、ＯＮ／ＯＦＦ入
力端子にＬレベルの電圧を受けるまで、機能を停止するようになっている。
【００６４】
　そこで、この実施形態では、スイッチングレギュレータＳＲ１については、動作禁止回
路たるＤ型フリップフロップ６０からの信号に基づいて、その外部シャットダウン機能を
発揮させている。すなわち、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力を、スイッチングレギュ
レータＳＲ１のＯＮ／ＯＦＦ入力端子に供給して、ＨレベルのＱ出力によって、シャット
ダウン機能を発揮させて直流電源部４４の動作を禁止している。
【００６５】
　以下、この動作禁止動作について、違法行為に即して説明する。例えば、違法行為者が
遊技機を違法改造する場合は、遊技機の電源が遮断された遊技ホールの営業終了後である
と思われる。そのような時間帯には、交流入力電圧（ＡＣ２４Ｖ）が途絶えているので、
直流電源部４４，４６はともに機能していない。したがって、中間回路ＣＲ２はＯＦＦ状
態を維持し、他の回路に影響を与えない。
【００６６】
　一方、バックアップ電源ＢＫは機能しているので、これを電源電圧とする判定回路ＣＲ
１と動作禁止回路ＣＲ３については、主制御部２１のＲＡＭと共に有効に機能している。
【００６７】
　このような状態で、違法行為者が主制御基板２１を交換する場合には、少なくとも、正
規の主制御基板２１を、コネクタＣＮ２から取り外す必要がある。なお、正規の主制御基
板２１は、基板ケースに厳重に封印されているので、違法行為者は、基板ケースごと主制
御基板を交換すると思われる。何れにしても、コネクタＣＮ２が主制御基板２１から外さ
れたことによって、それまでフォトカプラＰＨに供給されていた帰還電圧ＲＥＴが途絶え
、フォトトランジスタの電流も途絶えることになり、フォトカプラの出力電圧は、Ｌレベ
ルからＨレベルに立ち上がる。
【００６８】
　この変化は、Ｄ型フリップフロップ６０のクロック端子ＣＬＫに伝わるので、その結果
、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力がＨレベルに立ち上がる。なお、その後、違法な主
制御基板２１の接続によって、仮に、帰還電圧ＲＥＴが正常値に復帰したとしても、Ｄ型
フリップフロップ６０のクロック端子ＣＬＫがＬレベルの立ち下がるだけであり、Ｈレベ
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ルのＱ出力は維持される。また、違法作業時のチャタリングなどによって、繰り返しクロ
ック端子ＣＬＫのレベルが変化したとしても、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力はＨレ
ベルを維持する。
【００６９】
　このようにして違法改造された遊技機は、その状態のまま翌日の営業開始時を迎える。
そして、営業開始に先立って、交流電圧が遊技機に供給されるので、直流電源部４５と直
流電源部４６については、スイッチングレギュレータとしての動作を開始する。しかし、
直流電源部４４については、そのスイッチングレギュレータＳＲ１のＯＮ／ＯＦＦ端子が
、Ｈレベルに維持されているので、シャットダウン機能が発揮されて、スタンバイ状態の
ままとなり、＋１２Ｖを出力しない。したがって、主制御基板２１は動作を開始すること
ができず、この異常事態によって違法行為の事実が判明することになる。なお、万一、電
源監視部ＰＲＨが誤動作したような場合には、ＲＡＭクリアスイッチＳＷを押すと、Ｄ型
フリップフロップ６０のＱ出力がＬレベルに戻るので、直流電源部４４の動作を開始され
ることができる。
【００７０】
　以上の通り、図５の回路構成によれば、違法改造された遊技機が遊技動作を開始するこ
とがないので、違法遊技を確実に未然防止することができる。なお、正常の動作を開始し
た遊技機についても、遊技動作中、常に、帰還電圧ＲＥＴを受けることになるが、本実施
例では、ＯＮ動作状態の中間回路ＣＲ２が、判定回路ＣＲ１の出力を短絡させるので、配
線ケーブルに重畳するノイズなどが全く問題にならない。
【００７１】
　以上、ＬＭ２５７６を使用する回路図について説明したが、使用するＩＣが変われば、
電源監視部ＰＲＨの回路構成が変更されるのは当然である。図６（ａ）は、ＬＭ２５８６
を使用した回路例であり、ＬＭ２５８６の等価回路（図６（ｂ））も含めて図示している
。この回路では、分圧抵抗Ｒ１，Ｒ２を外付けして、その抵抗比によって＋１２Ｖの出力
電圧を設定している。また、Ｄ型フリップフロップ６０のＱバー出力が、ＮＯＴゲートＧ
を経由して、ＬＭ２５８６のＯＮ／ＯＦＦ入力端子に供給される。なお、この回路構成で
は、プルアップ抵抗ｒ４と、アイソレーションダイオードＤａと、スイッチング周波数を
規定する調整抵抗ｒａとが必要となるが、その他の回路構成は、図５の場合と同じである
。
【００７２】
　ところで、図５や図６の回路構成では、交流電圧が遮断された後は、バックアップ電源
ＢＫからフォトダイオード及びフォトトランジスタに、継続して電流が流れることになり
、コンデンサＣ７の充電電荷が放電し切ってしまうおそれがある。そこで、そのような場
合には、コンデンサＣ７に代えて、バックアップ電源ＢＫのための充電電池を配置するの
が好ましい。
【００７３】
　また、フォトカプラＰＨでの消費電流が問題になる場合には、図５や図６の回路構成に
代えて、図７の回路構成を採るべきである。図７の電源監視部ＰＲＨは、帰還電圧ＲＥＴ
の検出トランジスタＱ４と、検出トランジスタＱ４のコレクタ電圧を短絡させる短絡トラ
ンジスタＱ５と、Ｄ型フリップフロップ６０とで構成されている。
【００７４】
　そして、検出トランジスタＱ４と、ベース抵抗ｒ５と、コレクタ抵抗ｒ６と、電流の逆
流を防止するダイオードＤｓとで、帰還電圧ＲＥＴが正常か否かを判定する判定回路を構
成している。この判定回路は、バックアップ電源ＢＫに基づいて動作しており、検出トラ
ンジスタＱ４は、正常時には、常にＯＮ状態となっている。しかし、この回路構成では、
ベース抵抗ｒ５やコレクタ抵抗ｒ６の抵抗値を十分大きく設定することによって、検出ト
ランジスタＱ４のＯＮ電流を十分小さく抑制することができる。
【００７５】
　ところで、短絡トランジスタＱ５と、ベース抵抗ｒ８と、コレクタ抵抗ｒ７と、電流の
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逆流を防止するダイオードＤｓとで、もう一つのスイッチング回路（中間回路）を構成し
ている。そして、遊技機が正常に動作を開始した後は、短絡トランジスタＱ５は、必ずＯ
Ｎ状態となる。そのため、遊技動作中、ノイズなどの影響で、仮に、検出トランジスタＱ
４がＯＮ状態からＯＦＦ状態に変化しても、検出トランジスタＱ４の出力電圧の立ち上が
りが、Ｄ型フリップフロップ６０に伝達されることはない。
【００７６】
　一方、遊技ホールの営業が終了して交流入力電圧が遮断された後は、短絡トランジスタ
Ｑ５の電源電圧が消滅する。そのため、短絡トランジスタＱ５がＯＮ状態になることはな
く、検出トランジスタＱ４の出力電圧が、そのまま、Ｄ型フリップフロップ６０に伝達さ
れることになる。
【００７７】
　このような遊技ホールの営業終了後、もし、主制御基板２１を交換しようとして、正規
の主制御基板２１をコネクタＣＮ２から取り外すと、検出トランジスタＱ４がＯＦＦ動作
する。そして、検出トランジスタＱ４のコレクタ電圧の立ち上がりが、そのまま、Ｄ型フ
リップフロップ６０のクロック端子ＣＬＫに伝達されるので、スイッチングレギュレータ
ＳＲ１のＯＮ／ＯＦＦ入力端子がＨレベルとなる。そして、このＨレベルは、翌日の営業
開始までを維持されるので、遊技機への電源投入後は、スイッチングレギュレータＳＲ１
がスタンバイ状態となって＋１２Ｖを出力しない。したがって、主制御基板２１は動作を
開始することができず、この事態によって違法行為の事実が判明することになる。
【００７８】
　以上、違法改造時には、正規の主制御基板２１を、基板ケースごとコネクタＣＮ２から
取り外されるであろうと想定した。しかし、主制御基板２１の基板ケースに穴を開けて、
ワンチップマイコンだけを交換することも考えられる。このような違法行為は、その痕跡
が基板ケースに残るので、発生可能性が低いものの、やはり対策は必要である。
【００７９】
　そこで、正規の主制御基板２１が、基板ケースごとコネクタＣＮ２から外されたか否か
に拘らず、違法行為を検出するためには、図８の回路構成が採用される。図８の電源監視
部ＰＲＨは、バックアップ電源ＢＫの電圧上昇を検出するコンパレータＱ６と、コンパレ
ータＱ６の出力を短絡させる短絡トランジスタＱ５と、Ｄ型フリップフロップ６０と、異
常報知回路６１とで構成されている。なお、コンパレータＱ６には、出力電流制限回路が
内蔵されているので、その出力端子が短絡トランジスタＱ５によって継続して短絡されて
も問題は生じない。
【００８０】
　この電源監視部ＰＲＨでは、主制御基板２１がコネクタＣＮ２から取り外されるか、或
いは、主制御基板２１のワンチップマイコンがＩＣソケットから取り外されると、バック
アップ電源ＢＫの電圧値が微妙に上昇することを利用している。そして、バックアップ電
源ＢＫとしては、十分な電流容量を確保するため、好ましくは、充電式の電池が使用され
る。また、この回路構成では、スイッチングレギュレータＳＲ１のシャットダウン機能を
使用しない。これは、図８の回路構成では、バックアップ電源ＢＫの電圧上昇を判定する
ので、違法行為を誤認する可能性も否定し切れないからである。
【００８１】
　図示の通り、異常報知回路６１は、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力端子に接続され
たダイオードＤｍと、ダイオードＤｍの出力電圧を受けるコンデンサＣｍと、コンデンサ
Ｃｍの両端電圧を受けるＮＯＴゲートＧｍと、発光ダイオードＤｅ及び報知ブザーＢＺな
どで構成されている。
【００８２】
　そして、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力が、ダイオードＤｍを経由してコンデンサ
Ｃｍに供給され、異常レベルたるＨレベルのＱ出力が、コンデンサＣｍに記憶されるよう
になっている。また、コンデンサＣｍの両端電圧は、出力ドライバを兼ねたＮＯＴゲート
Ｇｍを経由して、異常信号ＥＲＲとして主制御基板２１に伝送される。主制御基板２１は



(13) JP 4987142 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

、電源基板２０から異常信号ＥＲＲを受信した場合、払出制御部２５に対して払出しを禁
止する旨の情報を送信するのが好ましい。又、発射動作を停止させるのも好適である。こ
れらの禁止動作は、例えば、ＲＡＭクリア信号ＣＬＲを受信した場合に解除される。
【００８３】
　また、ＮＯＴゲートＧｍの出力がＬレベルになると、発光ダイオードＤｅが異常点灯さ
れ報知ブザーＢＺが鳴るよう構成されている。但し、ＮＯＴゲートＧｍは、スイッチング
レギュレータＳＲ３が出力する電源電圧５Ｖを受けて動作しており、したがって、遊技機
に電源が投入されるまでは機能しない。また、Ｄ型フリップフロップ６０のクリア端子Ｃ
ＬＲには、ＲＡＭクリア信号ＣＬＲに代えて、電源リセット信号ＳＹＳが供給されている
。そのため、遊技機に電源が投入されると、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力端子は、
必ずＬレベルとなる。したがって、一々、ＲＡＭクリアスイッチＳＷを操作する必要はな
い。
【００８４】
　この電源監視部ＰＲＨでは、異常検出回路として、バックアップ電源ＢＫで動作するコ
ンパレータＱ６が配置されている。ここで、コンパレータＱ６の非反転入力端子（＋）に
は、バックアップ電源ＢＫを分圧抵抗ｒ１０，ｒ１１で分圧した検出電圧Ｅｉが供給され
る。一方、反転入力端子（－）には、ツェナーダイオードＤＺの基準電圧Ｅｒが供給され
る。なお、ツェナーダイオードＤＺは、電流制限抵抗ｒ９を経由してバックアップ電源Ｂ
Ｋに接続されている。
【００８５】
　基準電圧Ｅｒは、バックアップ電源ＢＫが主制御基板２１に給電されている正常時には
、検出電圧Ｅｉ＜基準電圧Ｅｒとなるよう設定されている。そのため、正常時には、コン
パレータＱ６の出力は常にＬレベルであり、短絡トランジスタＱ５のＯＮ／ＯＦＦ状態に
拘らず、Ｄ型フリップフロップ６０のクロック入力端子ＣＬＫもＬレベルとなる。
【００８６】
　このような回路構成を有する遊技機において、交流入力電圧が遮断された後に、主制御
基板２１か、そのワンチップマイコンが交換された場合を考える。このような場合には、
バックアップ電源ＢＫからの給電が停止されるタイミングにおいて、バックアップ電源Ｂ
Ｋの電圧値が微妙に上昇する。すると、バックアップ電源ＢＫの電圧値が増加した分だけ
検出電圧Ｅｉが増加して、検出電圧Ｅｉ＞基準電圧Ｅｒとなる。その結果、コンパレータ
Ｑ６の出力がＬレベルからＨレベルに変化するので、この変化を、クロック端子ＣＬＫに
受けるＤ型フリップフロップ６０は、そのＱ出力がＨレベルとなり、このＨレベルがダイ
オードＤｍを経由してコンデンサＣｍに記憶される。なお、このタイミングでは、ＮＯＴ
ゲートＧｍは、電源電圧を受けていないので機能しない。
【００８７】
　その後、営業開始に先立って交流入力電圧が供給されると、電源リセット信号ＳＹＳに
よって、Ｄ型フリップフロップ６０のＱ出力はＬレベルに戻される。しかし、ダイオード
Ｄｍが存在するのでコンデンサＣｍの充電電圧が直ぐには降下しない。そして、コンデン
サＣｍのＨレベルの両端電圧は、動作を開始したＮＯＴゲートを経由して、主制御基板２
１に異常信号ＥＲＲとして供給される。また、発光ダイオードＤｅが異常点灯するととも
に、警報ブザーＢＺが鳴る。なお、コンデンサＣｍの充電電圧は、ＮＯＴゲートＧｍの動
作開始と共に徐々に降下するが、数１０秒程度は、Ｈレベルを維持するよう、大容量のコ
ンデンサＣｍが使用されており、数１０秒間は警報音が持続する。
【００８８】
　何れにしても、Ｌレベルの異常信号ＥＲＲを受けた主制御基板２１では、異常事態の発
生をホールコンピュータに通報するか、或いは、これに加えて警報表示をするなどの報知
動作を実行することになる。この図８の回路構成によれば、如何なる場合にも、スイッチ
ングレギュレータＳＲ１をスタンバイモードにしないので、誤動作によって主制御基板２
１への給電が停止されるおそれが皆無である。また、図８の回路構成では、主制御基板２
１から電源基板２０への帰還電圧ＲＥＴが不要であるので、電源基板２０に、全ての回路
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を収容することができ、したがって、違法行為者の対抗措置を極めて困難にしている。
【００８９】
　ところで、他の回路基板へ異常信号ＥＲＲを出力する異常報知回路６１を設けると共に
、如何なる場合にも、スイッチングレギュレータＳＲ１をスタンバイモードに設定しない
図８の回路構成は、図５、図６、図７の回路においても、好適に採用できるのは勿論であ
る。この場合、Ｄ型フリップフロップ６０のクリア端子ＣＬＲには、電源リセット信号Ｓ
ＹＳが供給されるのが好適である。
【００９０】
　また、図８の回路構成では、バックアップ電源ＢＫの電圧異常を検出する構成を採った
が、これに代えて、バックアップ電源ＢＫの電源ラインの電流変化を検出する構成を採る
こともできる。例えば、図９に示すように、電源ラインに設けた検出一次コイルＬｓ１と
、コンパレータの接続された検出二次コイルＬｓ２とを密に電磁結合される構成が例示さ
れる。この回路構成では、バックアップ電源ＢＫの電圧降下が問題にならないので充電電
池は不要であり大容量のコンデンサＣ７で足りる。
【００９１】
　そして、主制御基板がコネクタＣＮ２から外されるか、ワンチップマイコンがソケット
から外されると、電源ラインの電流が遮断されるので、その変化が検出コイルによって検
出されてコンパレータＱ６の出力が立ち上がる。そのため、Ｄ型フリップフロップ６０の
Ｑ出力がＨレベルとなり、異常事態の発生が翌日まで記憶保持される。
【００９２】
　以上、本発明の実施形態を具体的に説明したが、具体的な記載内容は何ら本発明を限定
するものではなく、各種の改変が可能である。
【００９３】
　例えば、図８～図１０に示す電源監視部ＰＲＨにおいて、Ｄ型フリップフロップ６０の
Ｑ出力を、スイッチングレギュレータＳＲ１のＯＮ／ＯＦＦ入力端子に供給しても良い。
但し、この場合には、Ｄ型フリップフロップ６０のクリア端子ＣＬＲには、ＲＡＭクリア
信号ＣＬＲが供給される。
【００９４】
　更にまた、スイッチングレギュレータＳＲ１のシャットダウン機能を活用する図５～図
７の回路構成において、図８に示すような異常報知回路６１を追加するのも好適である。
このような場合、図１０に示すように、Ｄ型フリップフロップ６０のクリア端子ＣＬＲに
、ＲＡＭクリア信号ＣＬＲを供給するのであれば、ダイオードＤｍやコンデンサＣｍは不
要となる。なお、破線で示すように、スイッチングレギュレータＳＲ１のシャットダウン
機能を活用しても良い。
【００９５】
　なお、上記の説明では、専ら主制御基板２１の違法改造を問題にしたが、払出制御基板
２５についても違法改造が懸念される場合には、電源基板２０と払出制御基板２５との間
に、前記した各回路と同様の回路構成が採用される。
【符号の説明】
【００９６】
ＧＭ　　遊技機
２０　　電源基板
ＢＫ　　バックアップ直流電圧
２１　　主制御部
ＣＲ１　異常検出回路
ＣＲ３　動作禁止回路
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